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 キーワードを入力してください。








	Google
	PDF
	SEO
	SYNC
	アップロード
	アンカー
	サイトデータ
	ダウンロード
	デザイン
	パンくずリスト
	フォーム
	ページ
	メール
	リンク
	写真
	地図
	拡大
	画像
	背景
	表
	見出しパーツ
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PDFやExcelなどのファイルを、サイトからダウンロードする設定
 


各自で用意したPDFファイル、文書ファイル、圧縮ファイルをBiNDサイトからダウンロードさせたいときは、ユーザーデータ用に準備されたフォルダにデータをコピーし、その場所へのリンクを作成します。


BiNDでは、ユーザーが各自準備し、ダウンロード可能にしたいデータは、各サイト内に用意されている「_userdata」フォルダに移動しておきます。
これ以外の場所へ配置すると、アップロード作業時に正しくアップロードされません。

1)ウェブサイトからダウンロードさせたいファイルを用意します。以下の場所の使用しているサイトのフォルダ内にある「_userdata」に、利用したいファイルを移動しておきます。




・Macintoshの場合

ユーザーのホーム→「書類」→「DIGITALSTAGE」→「(My)BIND3_Sites」→「site00XX(サイト番号)」

・Windowsの場合

「[XP]マイドキュメント」 or 「[Vista]ドキュメント」→「digitalstage」→「MyBIND3_Sites」→「site00XX(サイト番号)」



【参考画像　Macintosh】










【参考画像　Windows】























 
使用されているサイトフォルダ名は、［サイトエディタ］の［サイトマップ］で、確認できます。




2）リンクパーツなどでダウンロードボタンを作成し、「リンク先」の設定で、
[BD:path_userdata]ファイル名.拡張子
例：[BD:path_userdata]sample.pdf
といった書式でリンクファイルを指定します。


【注意】PDFファイルのファイル名は半角英数字にしてください。






３）これでユーザーファイルにリンクが作成できます。実際にプレビューやアップロードしたサイトで、正しくファイルがダウンロードできるか確認しましょう。



 



注意：リンク先のパスさえ正しければ、ローカル状態でテストすると、別の場所でも正しくファイルリンクが機能します。ただし、BiNDの自動更新時にサーバへデータがアップロードできないため、サーバ上で機能しなくなります。







リンクをクリックしてPDFをダウンロードさせるときのブラウザの動作は、Adobe Readerプラウザがインストールされているかどうか・ウェブブラウザの種類によって異なります。




















 

















                                    リンク先のページを開くとき、サイズを指定して別のウィンドウで開く       
 


            サイトに独自のデータを追加したとき、自動削除されないようにする   
  




























































 


  

 ブロックエディタ関連
 
 



  画像  クリックで画像が拡大するページを作る画像の横に文字が回り込まないようにする取り込んだ画像の画質が荒れているのを直す 
  リンク  文字や画像をクリックするとメールが送信できるようにするリンク先のページを新しい別のウィンドウで開くリンク先のページを開くとき、サイズを指定して別のウィンドウで開くPDFやExcelなどのファイルを、サイトからダウンロードする設定サイトに独自のデータを追加したとき、自動削除されないようにする 
  ブロックテンプレート  新しいブロックテンプレートを適用する前に現在のデータを保存する 
  カスタムタグ  Googleマップを挿入する取り込むGoogleマップのサイズを調整するGoogleマップ以外の地図サービスを利用するアンカー設定をする違うページの指定箇所へアンカー設定をするコーナー内のページへアンカー設定をする指定の画像へ飛ぶリンク設定をするパンくずリスト（サイト構成がわかるリンクを作る）BiNDの機能を使ってパンくずリストを作るページ内に小窓やスクロールバーのある設定をする簡単な表（テーブル）を作る段組のレイアウトを作るアクセスカウンターを設置するページ内で音楽を流すプルダウンメニューを作る掲示板を設置する 
  メニュー  メインメニューやサブメニューのデザインを変更したい 
  ブロックスキン  ブロックスキンを変更したらメニューの文字が見えなくなった場合の修正ブロック単位/ページ単位でデザインを変更するブロックやページデザインの変更/設定が可能な箇所を確認したいブロックごとに形が崩れるのを修正したい設定したブロックスキンやページデザインを保存する 
  SiGN for WebLiFE 2  見出しパーツ（画像）の背景を透明にする、透過させる見出しパーツに縦書きの文字を入れる 見出しパーツで角が丸い画像を作る 
  ブロックレイアウト  ブロックレイアウトの種類とその内容1つのブロックを複数の段や列に分割したレイアウトにするブロックの高さを指定する 
  SYNC for WebLiFE 2  ブログ設定時、カレンダーやコメント一覧も設定する申し込みフォームやメール送信ページを作るフォームの内容を変更する 
  


 


  

 アップロード
 
 



  全般  FTPソフトを使用しサイトデータをダウンロードする【Macintosh】FTPソフトを使用しサイトデータをダウンロードする【Windows】FTPソフトを使用しサイトデータをアップロードする【Macintosh】FTPソフトを使用しサイトデータをアップロードする【Windows】契約したサーバーに複数のサイトをアップロードするサーバーからサイトデータをダウンロード・復元する 
  


 


  

 その他
 
 



  サイトエディタ関連  各コーナーごとのURLを短くするコーナー内のトップページのファイル名の設定ページの作業の進捗をラベルで表示するページの背景に複数の画像を組み合わせて設定するページの背景の上にさらに画像を設定する 
  検索ロボット巡回設定  検索エンジン対策用設定をする検索エンジン対策に有効なサイト構成検索エンジン対策のキーワードに設定する内容 
  その他  複数のPCで同じサイトを編集するサイトデータを異なるOSのPCに移行する作成するサイトの容量の制限や注意事項複数のサイトデータを統合できるか1つのサイトを複数のサイトに分割するエリアとエリアの間の隙間をなくすメインエリアの両側(片側)にブロックを配置するメインエリアとサイドエリアの横幅を変更する引っ越した新しいページへ自動ジャンプさせるサイトにIDやパスワードなどの認証設定をするブラウザ、OSによるデザインの表示の違いInternet Explorer 6でもサイトをきちんと表示させたいブラウザの過去の表示記録・履歴を消すページデザインをチェックする 
  CSS改造キット  【2009年　平野ブログより1】BiND3のCSS改造キット、開発中！【2009年　平野ブログより2】BiND3・テーマ改造キットをダウンロードする【2009年　平野ブログより3】[動画あり]CSS改造キットの使い方ビデオ 
  


 





























































